











として, 1997年に国際影響評価学会 (IAIA: In-
ternational Association for Impact Assess-
ment) の日本支部が設立された (会長 原科幸
彦・東京工業大学教授)｡ その年に明海大学浦安
キャンパスにおいて設立総会と研究発表会が開催


















を改変), 環境アセスメント学会が 2002年 4月に
設立された (初代会長 島津康夫・名古屋大学名





























































第 1回は東京, 第 2回は 2004年に韓国・済州
島で開催された｡ 第 3回のワークショップのテー
マは, ｢撤去と復元の環境アセスメント 日本
橋と清渓川 日韓の事例から ｣ とし, 韓国側
から 12名の参加があった｡ 韓国環境影響評価学






龍太 (Lee Lyong Tae) 氏から ｢清渓川復元プ
ロジェクトの内容と推進過程｣, 韓国国立環境科
学院 (NIER) の金命振 (Kim Myung Jin) 氏
による ｢生態型河川復元案に関する一考察｣, 韓










ジアでの発展と協力｣ (注・SEA: Strategic En-
vironmental Assessment) である｡
ワークショップは, 伊藤がコーディネーターを
勤め, 進められた｡ 韓国側からは, Lee Sang
Don氏 (梨花女子大学), Lee Jong Ho氏 (清州
大学), Lee Mu Choon 氏 (延世大学), Jung
Jong Gwan (忠南発展研究院), Jung Joon Hwa





道路に覆われた ｢下水川｣ であった｡ 高架道路の
老朽化にともない, ｢建て替えか, 河川への回帰
か｣ が検討され, 都市交通機能, 都市下水機能の
側面からの評価と, 清渓川の復元が比較考量され


















































ると, 社会学的側面の ｢薄さ｣ が気になっている
ことを付記し, 結語とする｡
環境アセスメント学会・日韓ワークショップ 245
